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第一次中枢に比し連合野の反応が低く，Neural　network

と関連あることが推察された．

7．脳血流SPECTの吸収補正
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　SPECTにより頭蓋骨の分布が得られるところの仮想

的な放射性医薬品を用いた脳血流SPECTの吸収補正法

を検討した．放射性医薬品が頭蓋骨周囲の頭皮に集積す

れば，透過型CTを行うことなく脳血流SPECTから頭

蓋骨の分布を得ることが可能である．このような放射性

医薬品は，カメラ回転型SPECTのみならず，リング型

および4ヘッドカメラ回転型など，透過型CTを実施す

るのが不可能な頭部専用SPECT装置にとって特に興味

がある．頭皮のRIよD頭蓋骨の分布を得て，近似的に

脳血流SPECTを一様吸収体に変換後，吸収補正する方

法を提案し，その再構成画像の濃度誤差を明かにした．

8・脳血管障害に対する123HMPによるSPECTの臨
　　床的有効度評価に関する共同研究

　一BVC（bias　to　variance　characteristic）解析によ

　　る診断のばらつきの評価一
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9．音声レポート作成装置による脳SPECTシンチグラ

　　ムのレポート作成の研究
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　音声認識装置を使用した放射線診断レポートシステム

に必要な語彙について考案し，本システムを脳SPECT

に適用した結果を報告する．所見（部位，大きさ，性状），

診断，方針の各語彙のほか，検査法特定の語彙が必要で

あった．患者・依頼医特定および臨床症状の各語彙は，

当院では依頼医の記載をそのまま使用できるため入力不

用であった．使用総語数，総読み数が216，259で診断

レポート作成可能であった．音声の正認識率は91・1％

であったが，語長が約3音以下の短い単語の認識率が低

い傾向が認められた．レポート作成正味所用時間は，口

述筆記法よりも平均44秒（n＝8）長かった．本装置はト

ランスクライバー不足／負担軽減に役立つ可能性がある．

10．スターカムシステムとリンクしたパー一ソナルコンピ

　　ュータベースの光ディスクシステム
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　近年のパーソナルコンピュータ（以下パソコンと略す）

の進歩は著しく，核医学の分野でもその応用が盛んであ

る．しかし画像はデータ量が大きく，パソコンの実用的

な応用には処理装置間のデータの転送が問題と考えられ

た．今回われわれは核医学データ処理装置（スターカム，

GE社製）とパソコン（IBM－PC）が高速通信回線でリン

クされ，大容量記録装置として光ディスクが接続された

システムを試用する機会を得た．従来のデータ転送方法

であるフロッピー，MTと比較したところ，転送時間，

転送可能容量，価格において有利であった．パソコンを

処理端末として応用する際にこの様なデータ転送方法が

必須と考えられた．光ディスクとの組合せによリィンテ

リジェントな画像データ管理の可能性が示竣された．今

回はパソコン上の機能を画像の双方向転送，保存，表示，

管理に絞って有るがソフトウニァの変更により多方面の

応用の可能性が考えられ今後の研究課題と考えられた．
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